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組織（企業・官公庁・団体等）があれば、そこには必ず業務が存在します。この組織が行う業務は、定常的に行う
ものとプロジェクトとして行うものに大別できます。定常業務は決められたルールに従い継続的に反復的に行われ
ます。一方、プロジェクトは、特定の目標に対して、有期性、独自性、そして段階的詳細化という特徴を有して進め
られる、一度限りの業務のことです。有期性とは、始まりがあれば終わりがあるということです。独自性とは、他に
類をみない唯一無二の成果物やサービスを創出することです。さらに段階的詳細化とは、初めは大きな流れしか
つかめず、徐々に細かく分解していくことです。つまりは、「独自の成果物もしくはサービスを徐々に細かく創出す
るための期限のある活動」です。
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ここでいうマネジメントとは、プロジェクトの目的を達成するために必要な資源、つまり人、モノ、金、時間を「やりく
り」することです。
また、プロジェクトマネジメントとは、プロジェクトをやりくりするために、「プロジェクトに対する要求事項（仕事の範

囲、与えられた予算、限られた時間、求める品質）を満足する成果物やサービスを提供するために、最適な知識、
技法、スキル、ツールを適用すること」です。
さらに、プロジェクトはプロセスによって進められます。プロセスとは、プロジェクトの作業を記述し、体系的に記述

したものです。

プロセスが集まったものを「プロセス群」と言います。このプロセス群には、大きく「立上げ」、「計画」、「実行」、
「監視コントロール」、そして「終結」があり、これらのプロセス群を目標に向かって、何度も回しながら進めていくこ
とにより、プロジェクトを成功に近づけることができます。
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組織の戦略にしたがってプロジェクトの立上げが承認された後、プロジェクトを成功に導くために、これらの組織
の活動を合理的に計画し、実行に移します。計画と実行が乖離すれば、これを是正するために活動をコントロール
し、最終的にその活動自体の総合評価を行って、そこで培った智恵やノウハウを次のプロジェクトに活かします。
上図は、プロジェクトの手順を示したものです。大きく５つのプロセスの集まりであるプロセス群から構成されてい

ます。
立上げプロセス群では、プロジェクト発足に当たってプロジェクトの目標であるゴールを大まかに決めます。そし

てそれをプロジェクトのスポンサーに説明して、プロジェクトを正式に認めてもらいます。
計画プロセス群では、プロジェクトのゴールを明確にし、作業を洗い出しチームメンバーを編成するなど実行可能

な基本計画を立てます。
実行プロセス群では、基本計画に基づいて詳細な行動計画を策定し、それに基づいて作業を指示します。指示

された人から報告を受け、実績を収集し、関係者に必要な情報を知らせます。
監視・コントロールプロセス群では、プロジェクトの進行状況を把握し、計画と実績との間に乖離があるかチェック

し、問題があれば様々な是正処置を講じることによってプロジェクトをコントロールします。
終結プロセス群では、プロジェクトの完了に伴い開発全体の管理データを統計的に整理・分析した後、プロジェク

トの結果をまとめて報告します。また、プロジェクト運営中に発生した問題などの原因や成功要因を究明し、その
後のプロジェクトに活かしていくための教訓を残し、共有することも忘れてはいけません。
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